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兵庫県南部地震に対する日本学術会議の対応

兵庫県南都地震については,これまでに極めて多

様な報道や報告がされている.日本に限らず,世界

中の新聞･TYが大々的に取り上げ,通常のニュｰ

スや紙面だけでなく速報や特集を組み,中には震災

に関係するニュｰスをまとめた縮刷版を出している

社もある.新聞･TVは言うに及ばず,内外の週刊

誌が特集を組み,あるいは緊急増刊の類を発行して

いる.

学術的な世界でも反応は速かった.地質調査所を

始め,国土地理院･防災科学研究所･気象庁などす

く“調査と解析に乗り出した.文部省は緊急プロジェ

クトを組んだ.各学会も報告会やシンポジュウムの

類を次々と開催した1機関誌に特集を掲載したとこ

ろも少なくなく,巻頭にカラｰ口絵を出したところ

も多い1この地質ニュｰスも2月号に緊急小特集

を組んだ.

日本学術会議では,1月30日に開かれた運営審議

会で,総合的な検討をしようという機運が起きた.

その後3月27日の運営審議会で臨時(特別)委員会

を設けることが合意され,4月19日の第121回総会

でr阪神･淡路大震災調査特別委員会｣の設置が正

式に認められた.これは,この大震災が提起した問

題を,自然科学分野だけでなく,人文社会科学分野

も含めて総合的に検討することを目的とし,第5

部(工学)の伊藤學会員が委員長になっている.その

後,この委員長がどのような活動をしているか,筆

者はあまりよく知らない.

初めに書いたように,この地震活動に関する報道

･報告は無数といっていいほど多い.また報告の

もとになっている調査も,おそらく多数にのぼるに

違いない.しかし,調査やその結果の公表は全く個

々別々に行われ,混乱状態といっていいほどで,通

覧したくてもなにから手をつけたらいいか分からな

い.今度の地震と災害に関して,人々はどこでどう

いう調査が行われ,その報告はどこで入手できる

か,さらにはどれが科学的な批判に耐える調査結果

であるカ㍉よく分からないのが実状である.

そこで,第4部の地質学研究連絡委員会では,

このような実状を少しでも改善するのに役立てるた

め,錯綜する情報をまとめて一覧表を作ることにし

た.できれば8月一杯には第1次の調査･報告リ

ストを作って公表できるようにしたい.現在手に入

るところからデｰタベｰスを作りつつあるが,読者

諸氏でお気づきのものがあったら,タイトル･日時

･参加者名など下記の委員にご連絡頂ければ幸い

である.

〒156世田谷区楼上水3-25-40日本大学文理学部応

用地学科小坂和夫(Fax:03-3303-9899)または〒

270-01流山市東初石3-126-55-403佐藤正(Fax:
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